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令和４年度 会派調査研究報告書 
（視察先 1箇所につき 1枚） 

会 派 名 日本共産党上田市議団 

事 業 名 第４８回議員の学校 

事 業 区 分 ①研究研修       ②調査 

 

１ 上田市での課題と研修・調査の目的 

研修会のテーマが「自治体財政の基本を知ろう！」と「「２０２３年度予算審査のポイントと自治体財政

の課題」、さらに「地域経済・住民生活の困難と政治活動の展開」であったため、直前の３月議会および

予算審議などに役立つ内容と考え受講することにした。 

 

２ 実施概要 

○開催状況は以下の通りです。 

日付/時間帯/場所 視聴方法 ZOOM視聴であり、場所の指定はない。 

２月１５日（水） 

第一日目 

１０：３０〜１７：１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ZOOM 

視聴 

（講義のテーマ） 

講義１ 自治体財政の基本を知ろう！ 

森 裕之氏（立命館大学） 

（講義内容レジュメ） 

◆自治体財政の全体像 

〇自治体財政のルール 

〇自治体財政を理解する要点 

〇財政用語は常識で判断する 

〇自治体財政の全体像 

◆歳入 

〇地方財政の歳入の内訳（2020年度決算） 

・家計で理解する財政（歳入編） 

・自治体の歳入（家計による理解） 

・一般財源と特定財源 

・なぜ一般財源が重要なのか 

〇地方税 

・税金の種類と税率は議会が決めている 
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・日本の地方税（市町村、2020年度） 

・日本の地方税（道府県、2020年度） 

・覚えておきたい地方税の区分 

・超過課税の状況 

・法定外税の状況 

・地方交付税と臨時財政対策債 

〇地方交付税とは 

・地方交付税はペットボトルに注ぎ込まれるお茶で覚える 

・地方交付税の実際の制度 

・それでも税収は多いほうが良い理由（その訳は留保財源にある） 

〇臨時財政対策債のイメージ 

・基準財政需要額と自治体の予算・決算との関係 

・国は臨時財政対策債を返してくれるのか（モデルによる説明） 

〇国庫支出金（補助金） 

・国庫支出金（補助金）は使い道が決められた仕送り 

・国庫支出金（補助金）の基本的な仕組み 

・国庫支出金の事例（社会保障制度） 

・国庫支出金（補助金）は何が問題か 

・議会として国庫支出金をみるポイント 

〇地方債とは 

・地方債は住宅ローンと瓜二つ 

・地方債の基本的な仕組み 

・地方債充当率と交付税措置率の関係 

・国庫支出金と地方債の組み合わせ 

◆歳出 

〇歳出の原則 

・歳出は目的別歳出と性質別歳出の２つ 

・目的別歳出の説明 

・都道府県と市町村の目的別歳出構成比（2020年度） 

・性質別歳出の説明 

・都道府県と市町村の性質別歳出構成比（2020年度） 
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日付/時間帯/場所 

２月１６日（木） 

第二日目 

９：５５〜１６：００ 

 

 

 

 

 

 

・歳出をみる場合の注意点（総論） 

・歳出をみる場合の注意点（各論） 

・下水道事業への繰出の例 

・特別会計の住民負担を考える 

 

講義２ ２０２３年度予算審査のポイントと自治体財政の課題 

森 裕之氏（立命館大学） 

〇自治体財政を支える仕組み 

〇2023年度地方財政計画（歳入） 

〇地域社会のデジタル化の推進 

〇地域の脱炭素化の推進 

〇主な公共施設等適正管理推進事業の財政措置 

〇防災・減災のための取組の推進 

〇地方への人の流れの拡大の推進 

〇物価高騰への対応 

〇２０２２度補正予算における地方財政措置 

〇２０２３年度の主な地方歳出 

〇国の一般会計歳出の変化（２０２２年度➡２０２３年度） 

〇平和国家への転換へ 

〇予算審査と自治体財政の課題 

 

講義二日目 

地域経済・住民生活の困難と政策活動の展開 

池 上 洋 通 氏 

〇 地方自治体の政策活動の原則―憲法と地方自治法 

・憲法の定める原則から 

・地方自治法の原則規定 

〇いま日本が直面している社会的・政治的課題 

・国際的課題 

・防衛政策の転換 

〇広がり続ける貧困化とその影響 
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◆上田市政に活かせる課題等  

＜講演、分科会および講座において講座の共通していることおよび上田市に活かせること＞ 

① 第一日目 

森裕之氏（立命館大学）の第一講義の「自治体財政の基本を知ろう！」 

「日本一わかりやすい地方財政」というだけあって、独自の絵解きを使ってわかりやすい講義でし

た。 

自治体財政の唯一のルールは「赤字にしないこと」（当該年度の自治体の財布の管理ができていな

いだけでなく、赤字予算は組むことができない） 

赤字にしない（歳入＞歳出）のであれば、どの歳出項目に財政を支出するのかは、当該自治体の優

先順位の問題にすぎない。この原則は家計でもまったく同じである（同じ家族構成であっても、毎 

月の支出の中身はみんな異なっている） 

議会の役割は、行政による財政管理のチェックと、施策の優先順位の決定である。 

「優先順位の決定のために、議会による話し合いがある」とされ、議会審議の意義も分かるもの

でした。 

② 森裕之氏（立命館大学）の第二講義の「２０２３年度予算審査のポイントと自治体財政の課題」

「地域社会のデジタル化の推進」、「地域の脱炭素化の推進」、「地方への人の流れの拡大の推進」、

「物価高騰への対応」、「２０２２度補正予算における地方財政措置」について、政策の背景や具

体的な数字を示した内容であり、上田市政の論議にも役立つものでした。 

③ 講義二日目 

池上洋通氏 「地域経済・住民生活の困難と政策活動の展開」 

 池上氏の講義は、久しぶりの受講でした。憲法や地方自治法の原点にたった講義は、改めて地方

自治の重要さを振り返る機会になりました。 

 とりわけ、地方自治法第 1 条  「この法律は、地方自治の本旨に基いて、（中略）地方公共団体

における民主的にして能率的な行政の確保を図るとともに、地方公共団体の健全な発達を保障する

ことを目的とする。」 

④ まとめ 

 今回の講義では、チャットにより質問と回答を得ることができました。市議会総務文教委員会で

は、法人市民税の「超過税率」について議題となったこともあり、質問・回答をしてもらいました。 

 池上氏にの講義の中では、現在上田市が方針として打ち出している「上田市使用料等算定に係る

受益者負担のあり方に関する基本方針」についてどう考えるかのヒントをもらいました。  

 また、府中市議の目黒重夫氏の議員経験者を通じての実践と報告も参考になりました。 
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◆資料   案内チラシ 
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